受付番号№　　　　 　　 　
核燃番号№　　　　　　　　

照射記録番号№　　　　　　　　

核燃料物質照射試料の誘導放射能の計算書
　　京都大学複合原子力科学研究所
〔京大複合原子力科学研究所照射記録「核燃料」安全に関する説明添付資料〕
試  料  略  称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙　原子炉照射記録の試料を京大原子炉にて照射した際の予想誘導放射能は下記のようになります。

ただし、照射の条件及び使用した式は：
(1) 成　分（化学組成及び量）････････　　　　　　，容器（材料及び量）　　　
(2) 照射設備と中性子束密度＊････････　　　　　　，
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ただし、　 この反応で出来る核の半減期　　ｺ

　　　　　この反応をおこす断面積，

　　　　　熱中性子吸収断面積に対して、実効共鳴積分が大きい場合は断面積を次のよう

にする。

　　　　　

　被反応核数
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(3) 照　射　時　間(単位明記)･････････　　　　　Tirr＝　　　　　（　　　　　）　
(4) 照射後取出しまでの時間（〃）･････　　　   　Tw＝   　　　 （　　　　　）　(長期照射の場合は　Tw=10(日),
(5) 誘導放射能計算式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として計算すること)
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　 (6) 核分裂生成物（FP）の量（下記のいずれかに○印をつける）

　　（イ）（参考資料）照射設備の中性子束密度および原子炉照射核燃料物質の放射能強度計算表より計算
　　（ロ）その他の方法、（その場合）計算式または実験値･･･････････････････････

　(5),(6)の計算結果をまとめて下表に記載する。
	番号

(i)
	反応を
おこす

核種
	存在比

(％)
	生　成

核反応
	生成

核種
	生 成 核

放 射 能
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	飽　和**
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	減衰係数
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	被反応核数
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*　核分裂生成物については生成核種欄に一括してＦＰと記載した。
**　飽和放射能
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)　
註）①容器、付属物についても計算すること。②生成核の娘核がさらに放射性の場合にはそのことを明記し、結果のみを記入すること。③照射設備の中性子束密度および原子炉照射核燃料物質の放射能強度については参考資料を参考にすること。　　[image: image15.wmf]th
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ただし、　 この反応で出来る核の半減期　　ｺ

　　　　　この反応をおこす断面積，

　　　　　熱中性子吸収断面積に対して、実効共鳴積分が大きい場合は断面積を次のよう

にする。

　　　　　

　被反応核数
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